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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は抗不整脈薬キニジンのヒト由来Naチャネルαサブユニット抑制効果に対するサ

リチル酸の増強効果を野生型ならびにLQT3由来変異型で比較検討し、サリチル酸の増強効

果の分子機構を電気生理学的手法により明らかにし、速度反応論を用いたコンピューター

シュミレーションで再現したものである。その結果、サリチル酸は野生型ならびにLQT3由

来変異型Naチャネルαサブユニットの不活性化状態の構造に対してのキニジンの親和性を

増大させることが判明した。本論文の内容はサリチル酸による抗不整脈薬の増強作用が

LQT3においても発揮されることを示したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認

める。 

 


